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平
成
二
十
四
年
第
二
回
臨
時
議
会

が
七
月
二
十
七
日
に
一
日
間
の
会
期

で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
六
月
二
十
日
か
ら
二
十
六

日
に
か
け
て
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害

に
伴
う
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処

分
事
項
承
認
と
、
七
月
十
一
日
か
ら

十
五
日
に
か
け
て
の
梅
雨
前
線
豪
雨

災
害
に
伴
う
測
量
設
計
委
託
料
等
の

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
予
算

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
二
十
四
年

度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
）

（
第
二
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

■
そ
の
他

○
継
続
審
査
申
出
書

第
二
回
水
上
村
議
会
臨
時
会

　平成 22年４月、熊本県初の認定を受け
た水上村の森林セラピー基地が７月19日、
グランドオープンし、市房山キャンプ場で
記念式典が行われました。式典には県内外
の関係者約 70人が出席。村の魅力を映像
で紹介し、鹿児島県を拠点に活動するシン
ガーソングライターの「実愛」さんが作詞
作曲したイメージソング「水上の物語」も
披露されました。

　キャンプ場入り口でテープカットが行われ、その
後、希望者は市房杉トレッキングツアー部会の案内
でセラピーロードを散策していました。
　８月１日は、グランドオープン後第１回目のセラ
ピーツアーがタレントでアウトドアに詳しい清水国
明さんも参加し開催されました。当日は雨天でした
が参加者は「木々をつたう雨粒の流れや木の葉から
落ちる滴を見たり、雨の日でしか味わえない森の魅
力を感じることができました。」などとても満足され
ていました。
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　午後７時からは岩野公民館で”生きるチカラ、自然のチ
カラ”と題し清水国明さんによる講演会が行われました。
自分が経験した病気からの復活の逸話、自然のなかから学
ぶことの多さと重要さをユーモアを交えながら講演され、食い入るように参加者も拝聴し
ていました。
　８月２日、セラピーツアー参加者はオプションで川釣り、カヌー、そば打ちを体験し、

それぞれに水上村の魅力を満喫していたよ
うです。
　セラピーロードは、いずれも市房山キャ
ンプ場を起点に手軽な「自由散策コース
（500 ｍ）」、２合目付近にある平安杉まで
行く「適度なウォーキング（１．７ｋｍ）」、
市房山神宮までの「健脚向けトレッキング
コース（４．１ｋｍ）」の３コース。
　みなさんも、参加してみてはいかがで
しょうか。
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　「第 28 回人吉球磨児童による童話発表大会」が７月 22 日（日）
に人吉カルチャーパレスにおいて開催されました。各小学校の
代表の 28 人が参加し、本村からも岩野小学校から森川美咲さん
（４年生）、湯山小学校から郷悠稀さん（４年生）が出場し、大
きな声で感情のこもった発表をされました。
　湯山小の郷さんが見事最優秀賞に選ばれ、人吉球磨地区の代
表として 10 月 20 日（土）に富合町で開催されます熊本県童話
発表大会に出場いたします。

　

去
る
七
月
二
十
九
日
（
日
）
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文

化
ホ
ー
ル
駐
車
場
に
お
い
て
、
球
磨
郡
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
村
代
表
と
し
て

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
湯
山
覚
井
班
、
ポ
ン
プ
車
の
部

に
古
屋
敷
班
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

焦
げ
付
く
よ
う
な
猛
暑
の
中
、
両
代
表
班
と
も
に

素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
、
そ
の
結
果
、
湯
山
覚

井
班
が
九
町
村
中
三
位
の
成
績
で
見
事
入
賞
。
古
屋

敷
班
も
三
位
の
好

成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

大
会
ま
で
の
長

く
、
ま
た
、
酷
暑

の
続
く
中
で
の
大

変
な
練
習
の
成
果

が
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
選
手
の
皆
さ

ん
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

童話発表大会　最優秀賞受賞 !!童話発表大会　最優秀賞受賞 !!童話発表大会　最優秀賞受賞 !!童話発表大会　最優秀賞受賞 !!

第
28
回
球
磨
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
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　５月から７月にかけて、第 62 回球磨郡民体育祭が開催されました。今年もたくさんの競技で
水上村の選手が活躍し、総合順位も全体の５位に入るなど健闘を見せました !! 出場された選手
のみなさま大変お疲れ様でした。
　なお、第 67 回熊本県民体育祭が９月 15 日（土）・16 日（日）の２日間、菊池市・合志市・大津町・
菊陽町を会場に開催され、本村からも 43 名の選手が球磨郡代表として出場されます。皆さん頑
張ってください。
　主な結果は次のとおりです。

第 62回
◆球磨郡民体育祭結果◆

【総合順位】　　　５位
【女子グラウンドゴルフ】　優勝
【女子ソフトボール】　　　優勝
【水　　泳】　　　　　　　３位
【男子バドミントン】　　　３位
【サッカー】　　　　　　　３位

◆第 67回熊本県民体育祭出場選手◆

【陸上競技】
　藤原寿弘　米来博也　大山田純平　木下宏継
【水泳】
　雨森英文　竹内雅典　西祐一　石橋俊介
　平井親志　右田裕一郎　郷崚太　雨森真理
　小川恵　福田知子　平井景子　平井智美
　クリスティーナ・フェア
【ソフトボール】
　那須裕平　井手智久　那須恵　那須鈴佳
　北村沙耶香　田浦忍　山田寿美栄　愛甲真珠美
　川越早　堤田江美子　高橋佳奈恵　田上律
　田代優子　星原美里　蔵座幸
【アーチェリー】　西彰次郎　椎葉直徳
【グラウンドゴルフ】
　小野信親　坂口須美子　黒木桂子　椎葉モトメ
　大石タカ子　田浦初子　藤原ミツ　永井ユリ子
　原田イツ子

　　　　　　　　（敬称略）

第62回球磨郡民体育祭第62回球磨郡民体育祭第62回球磨郡民体育祭
今年も熱戦が繰りひろげられました！今年も熱戦が繰りひろげられました！今年も熱戦が繰りひろげられました！

グラウンドゴルフ

弓道

水泳

野球

ソフトテニス

女子ソフトボール

陸上

女子優勝 !

優　勝 !

ゲートボールゲートボール
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八
月
四
日（
土
）、
岩

野
保
育
所
の
夏
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
御
輿
は
「
夏

を
元
気
に
乗
り
越
え

よ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、

夏
ら
し
く
一
基
は
「
ひ

ま
わ
り
」、も
う
一
基
は「
あ
さ
が
お
」。

　

年
長
児
（
十
八
名
）
に
担
が
れ
た
２
基

の
御
輿
と
、
年
中
児
（
八
名
）
は
ま
と
い

を
、
年
少
児（
十
二
名
）は
う
ち
わ
を
、
ひ

よ
こ
組
（
二
十
一
名
）
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
う
ち
わ
を
持
っ
て
、
行
列
は
保
護
者
や

地
区
の
皆
様
が
見
守
る
中
「
わ
っ
し
ょ

い
！　

わ
っ
し
ょ
い
！
」
と
威
勢
よ
く
岩

野
の
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

年
長
児
の
「
は
じ
め
の
言
葉
」
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
始
ま

り
、
子
ど
も
達

の
遊
戯
そ
し
て

親
子
遊
戯
が
楽

し
く
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で

は
、
ひ
よ
こ
組

か
ら
保
護
者
と

一
緒
に
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
、
年
少
児
・
年
中

児
・
年
長
児
は
ジ
ュ
ー
ス
の
早
飲
み
競

争
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
や
保
護

者
の
方
々
か
ら
の
声
援
で
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
一
番
の
楽
し
み

は
バ
ザ
ー
券
を
持
っ
て
自
分
で
お
買
い

物
が
で
き
る
こ
と
。保
護
者
会
に
よ
る
各

模
擬
店
に
並
び
商
品
と
交
換
、
中
で
も
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
お
面
は
大
人
気
の
よ
う
で

し
た
。遊
戯
室
・
う
さ
ぎ
組
の
部
屋
を
開

放
し
て
、
家
族
や
親
戚
の
方
々
と
飲
ん
だ

り
食
べ
た
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
子
ど
も
達
で
し
た
。

　

祭
り
の
締
め
く
く
り
は
、
打
ち
上
げ
花

火
。小
雨
で
煙
が
少
々
邪
魔
を
し
ま
し
た

が
、
子
ど
も
達
は
上
が
る
花
火
に
歓
声
を

あ
げ
、と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
雨
の
中
の

夏
ま
つ
り
で
し

た
が
、子
ど
も
達

の
顔
は
天
気
に

左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
、日
本
晴

れ
の
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
し

た
。思
い
出
の
一

ペ
ー
ジ
が
無
事

幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　

岩
野
保
育
所

　
　
　
　
　

岩
野
保
育
所

　
　
　
　
　

岩
野
保
育
所

　
　
　
　
　

湯
山
保
育
所

　
　
　
　
　

湯
山
保
育
所

　
　
　
　
　

湯
山
保
育
所

　

七
月
二
十
八
日

（
土
）
、
湯
山
保
育

所
で
夕
涼
み
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
家

族
や
地
域
の
方
々
が

た
く
さ
ん
見
守
る

中
、
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」

と
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
表
情
で
登
園

し
て
き
た
子
ど
も
達
に
よ
る
元
気
な
掛

け
声
で
御
神
輿
行
列
が
ス
タ
ー
ト
。
今

年
の
お
神
輿
は
、
今
や
全
国
的
人
気
の

く
ま
モ
ン
を
子
ど
も
達
と
職
員
で
手
作

り
し
た
も
の
。
五
歳
児
十
名
の
子
ど
も

達
が
り
り
し
い
ハ
ッ
ピ
姿
で
御
神
輿
行

列
を
リ
ー
ド
し
、
〇
歳
か
ら
四
歳
ま
で

の
二
十
五
名
の
子
ど
も
達
が
可
愛
ら
し

い
浴
衣
姿
や
甚
平
姿
で
手
作
り
の
く
ま

モ
ン
う
ち
わ
を

持
っ
て
湯
山
商

店
街
を
元
気
い

っ
ぱ
い
練
り
歩

き
ま
し
た
。
そ

の
後
は
園
庭
に

て
、
子
ど
も
達

の
活
気
あ
ふ
れ

る
お
祭
り
に
ピ

ッ
タ
リ
の
遊
戯

「
よ
っ
し
ゃ
来
い
！
」
、
大
好
き
な
家

族
と
楽
し
く
踊
る
「
く
ま
も
と
サ
プ
ラ

イ
ズ
」
を
披
露
し
、
賑
や
か
な
夏
祭
り

ム
ー
ド
一
色
と
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
五
歳
児
の
「
は
じ
め
の
言

葉
」
を
幕
開
け
に
、
〇
・
一
・
二
歳
児

の
親
子
く
ま
モ
ン
つ
り
ゲ
ー
ム
、
三
・

四
・
五
歳
児
の
ジ
ュ
ー
ス
早
飲
み
競
争

で
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
唐
揚
げ
・

揚
げ
シ
ュ
ウ
マ
イ
・
か
き
氷
・
ヨ
ー
ヨ

ー
つ
り
・
飴
つ
り
・
ジ
ュ
ー
ス
販
売
な

ど
盛
り
沢
山
で
、
子
ど
も
達
の
う
れ
し

そ
う
な
笑
顔
が
園
庭
中
に
広
が
り
ま
し

た
。
お
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、

保
護
者
に
よ
る
打
ち
上
げ
花

火
・
・
・
。
夜

空
に
花
火
が
上

が
る
度
歓
声
が

上
が
り
、
夏
の

夜
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
締
め

く
く
り
ま
し

た
。
今
年
も
ま

た
、
子
ど
も
達

の
心
に
と
て
も

楽
し
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
残

す
こ
と
が
で
き

た
夕
涼
み
会
に

な
り
ま
し
た
。
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　７月３１日（火）から８月７日（火）にかけて、水上中学校グラウンドにおいて「分館対抗ナイター
ソフトボール大会」が開かれ、各地区から１５チームが参加しました。
　連日熱戦を繰りひろげた結果、里防分館と上楠分館が決勝に駒を進め、里防分館が見事優勝しまし
た。結果は次のとおりです。
〈優　勝〉　里防分館
〈準優勝〉　上楠分館
〈第３位〉　宮田分館、幸野分館

平成24年度分館対抗ナイターソフトボール大会組合せ表
6

121

30

19 12 1917

幸　

野

上
楠
Ｂ

馬　

場

高　

瀬

北　

目

本　

野

里　防

里　

防

神　

揚

岩
野・覚
井

宮　

田

古
屋
敷

舟
石・高
澄

上
楠
Ａ

川　

内

湯
山・覚
井

24 13 2 018 111 1 13 5

1 21 9 7 6 714

5

1611

優勝した里防チーム

優 勝 は 里 防 分 館
～ 分館対抗ナイターソフトボール大会 ～

ゴイシツバメシジミの郷を
ゴイシツバメシジミの郷を守る会へ参加しませんか？
守る会へ参加しませんか？

ゴイシツバメシジミの郷を守る会へ参加しませんか？

ゴイシツバメシジミの郷を守る会へ参加しませんか？

　みなさんは「ゴイシツバメシジミ」という
蝶はご存知でしょうか？
　国指定特別天然記念物で、絶滅危惧種に
も指定されているこの蝶は現在、市房山を
含め、全国でも２か所でしか生息が確認さ
れていません。この蝶が生息する自然の素
晴らしさを後世に残し、地域活性化につな
げたいという思いの人たちが集まり、この
たび「ゴイシツバメシジミの郷を守る会」を
設立しました。
　今後は、蝶の観察や調査活動への協力、生
息域の保護活動やＰＲ活動を通した地域活
性化活動などを進めていく予定です。
　つきましては、この会の趣旨に賛同いた
だき、一緒に活動していただける村民の方
を募集します。
　会員になられたい方は、９月 12 日（水）ま
でに水上村教育委員会教育課にお申し込み
ください。（電話４４－０３３３）
　第１回の会議は９月 19 日（水）午後７時
から、湯山地区で開催する予定です。

　ゴイシツバメシジミの郷を守る会

　７月 25 日（水）、江代地域活性化協議会
会長の蔵座利秋氏から、旧古屋敷小学校
プールで飼育されていた鯉の販売益金の一
部を社会福祉協議会へ寄付いただきまし
た。
　有益に使わせていただきます。ありがと
うございました。

鯉販売益金の寄付
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パソコン講座受講生募集
　「働く人のパソコン講座基礎コース」を開催します。
　現在働いている方を含め、再就職のために準備をされている方でも受講できますので、
奮って受講のご参加お願い致します。

○日　　程　　　平成 24 年　10 月、11 月、12 月の各土曜日のうち 8日間
○時　　間　　　9：00 ～ 17：00（8 日間）
○会　　場　　　人吉球磨能力開発センター
　　　　　　　　第１パソコン教室
○内　　容　　　基礎編
　　　　　　　　ワード（文書作成）・エクセル（表計算）の基礎操作
　　　　　　　　インターネット・電子メール・デジカメの基本操作
○募集人員　　　20 名
○申込期限　　　平成 24 年 9 月 3 日～平成 24 年 9 月 28 日
　　　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）
○受 講 料　　　10,000 円（教科書代 2,000 円を別途頂、申込と同時に納入下さい。）

　　　　問合せ・申込先　職業訓練法人 人吉球磨能力開発センター
　　　　　　　　　　　　人吉市相良町 1253-1
　　　　　　　　　　　　TEL　22-2475

国民年金保険料の
後納制度が始まります

　「年金確保支援法」によって、２年
を経過して納付できなくなった国民年
金の保険料を納付することができます。
これを保険料の後納制度といいます。
　この保険料の後納制度によって納付
できる保険料は、過去 10 年以内に納
め忘れがある国民年金の保険料です。
国民年金保険料は、２年前までしかさ
かのぼって納めることができませんが、
後納制度によって、この２年を超え 10
年前までの納め忘れた保険料を納付で
きます。
　保険料の後納は、平成 24年 10月か
ら平成 27 年９月までの３年間行われ
るものです。

特設人権相談所を

開設します

　毎日の生活の中で、これは人権上問題
ではないだろうかと感じたり、困りごと
や心配ごとがありましたら、ひとりで悩
まずに相談して下さい。
　相談は無料で、相談の内容については
秘密を厳守します。

と　き　平成24年９月 27日（木）
　　　　午前10時～午後３時
ところ　水上村岩野公民館
担当者　人権擁護委員　坂口守雄 氏
　　　　　　　　　　　岩井田惠美子 氏

お問い合わせ先
　　住民福祉課　担当：中村　44-0313
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事業主のみなさまへ

平成 25年４月１日から
障害者の法定雇用率が引き上げになります
　すべての事業主は、法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があります（障害者雇用
率制度）。この法定雇用率が、平成 25年４月１日から以下のように変わります。
　事業主の皆さまは、ご注意いただきますようお願いいたします。

事業主区分
法定雇用率

現行 平成 25年４月１日以降
民間企業 　　　1.8％　　⇒ 2.0％
国、地方公共団体等 　　　2.1％　　⇒ 2.3％
都道府県等の教育委員会 　　　2.0％　　⇒ 2.2％

障害者雇用率制度とは…
　「障害者の雇用の促進等に関する法律」では、事業主に対して、その雇用する労働者に
占める身体障害者・知的障害者の割合が一定率（法定雇用率）以上になるよう義務づけて
います。（精神障害者については雇用義務はありませんが、雇用した場合は身体障害者・
知的障害者を雇用したものとみなされます。）
　この法律では、法定雇用率は「労働者※の総数に占める身体障害者・知的障害者である
労働者※の総数の割合」を基準として設定し、少なくとも５年ごとに、この割合の推移を
考慮して政令で定めるとしています。今回の法定雇用率の変更は、同法の規定に基づくも
のです。　　　　　　                                                           ※失業中の人も含みます。

　ご注意！　　従業員 50人以上 56人未満の事業主のみなさまは特にご注意ください。

　今回の法定雇用率の変更に伴い、障害者を雇用しなければならない事業主の範囲が、従
業員 56人以上から 50 人以上に変わります。
　また、その事業主には、以下の義務があります。
　◆　毎年６月１日時点の障害者雇用状況をハローワークに報告しなければなりません
　◆　障害者雇用推進者※を選任するよう努めなければなりません

　　※障害者雇用推進者の業務
　　　・障害者の雇用の促進と継続を図るために必要な施設・設備の設置や整備
　　　・障害者雇用状況の報告
　　　・障害者を解雇した場合のハローワークへの届け出　　　　　　　　　　など

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク
　　　　お問合わせ先：熊本労働局（TEL　096-211-1704）・各ハローワークまで
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登記・法律の
無料相談について

　来る10月１日『法の日』にちなんで、熊本県司法
書士会・土地家屋調査士会では、土地建物の登記、遺
産相続、会社や法人登記、裁判所への申立てなどの登
記・法律に関する無料相談を下記の日程で行います。
お気軽にご相談下さい。

日時：10月 13日（土）
　　　午前10時から午後３時まで
場所：人吉市東西コミュニティセンター
　　　〒868-0016　人吉市城本町1088
　　　TEL　28-3230
問い合わせ先：熊本県司法書士会　人吉支部
　　　　　　　（事務所）　TEL　43-6255
　　　　　　　熊本県土地家屋調査士会　人吉支部
　　　　　　　（事務所）　TEL　24-4226

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」強化週間
　高齢者や障害者に対する虐待などの事案
は、依然として数多く発生していることか
ら、これらの高齢者や障害者をめぐる様々
な人権問題の解決を図るための人権相談活
動を強化するため、全国一斉「高齢者・障
害者の人権あんしん相談」強化週間が実施
されます。
　虐待、差別、偏見等、高齢者・障害者を
めぐる様々な人権問題を、人権擁護委員や
法務局職員がお受けします。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

実施期間　平成24年９月10日（月）～16日（日）
受付時間　平日：８時30分～19時
　　　　　土日：10時～17時
相談電話　0570-003-110（ナビダイヤル）

　熊本県では、地域共有の貴重な資源である地下水の更なる保全を図るため、平成24年３月に熊本県地
下水保全条例を改正しました。
○条例改正に伴い、平成20年10月１日から、下記に該当する地下水採取については、熊本県知事の許可
が必要となります。
⑴重点地域※において、揚水機の吐出口の断面積が19㎠（直径約5㎠）を超える揚水設備により地下水
を採取しようとする方

⑵重点地域以外の地域において、揚水機の吐出口の断面積が125㎠（直径約12.8㎠）を超える揚水設
備により地下水を採取しようとする方

○平成24年10月１日以降は県知事の許可を受けないと地下水の採取ができませんので、10月以降、新
たに上記に該当する揚水設備で地下水を採取する予定の方は、お早めに熊本県環境生活部環境局環境
立県推進課にご相談ください。

○許可対象となる方は、許可申請の際に、「地下水使用合理化計画書」及び「地下水涵養計画書」を併せて
提出する必要があります。

○未許可で地下水を採取した場合は、罰則が適用されることがあります。
○地下水採取の許可制度等に関する御相談、お問い合わせは、熊本県環境生活部環境局環境立県推進課
（電話096-333-2272）までお願いします。
※熊本市、菊池市（旧泗水町、旧旭志村の市域に限る）、宇土市、合志市、大津町、菊陽町、西原村、御船町、嘉島町、益城町、甲
佐町の区域
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開催日時　平成24年９月23日（日）
　　　　　午前10時から午後４時まで

開催場所　熊本地方法務局人吉支局
　　　　　（人吉市土手町36-1）　

相談内容
　○土地や建物の不動産登記関係（売買、相続など）
　○供託関係（地代・家賃、給料差押など）
　○人権関係（いじめ、プライバシー問題など）
　○法律全般関係

　※相談は事前予約制となっています

【お問い合わせ・相談予約はこちらまで】
　熊本地方法務局人吉支局総務係　電話　（0966）22-3393

講　座　名　「九州山地の森と樹木」
開　催　日　平成24年10月28日（日）
実 施 会 場　九州大学宮崎演習林（宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内）
募集対象者　一般市民
募 集 人 員　20名（応募多数の場合は、初参加の方を優先して抽選となります。抽選の結果は、応募終

了後、１週間を目処にお知らせします。）
必 要 経 費　1,000円（別途保険料21円、希望者のみ）
申 込 方 法　往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・性別をご記入のうえ申込ください。
申　込　先　〒883-0402　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内949
　　　　　　九州大学宮崎演習林　電話0983-38-1116
　　　　　　URL://www.forest.kyushu-u.ac.jp/miyazaki/index.php
申 込 期 間　平成24年９月18日（火）～10月12日（金）まで
講 座 内 容　10月28日（日）　演習林事務所集合　９：00
　　　　　　　　　　　　　　  開講式・講義・実習
そ　の　他　講座を受けられた方には、修了証を授与します。
　　　　　　なお、実習では山を散策しますので、スニーカー・雨具・軍手・帽子等をご用意ください。
　　　　　　宮崎演習林事務所に集合、解散となります。

平成24年度九州大学公開講座
「九州山地の森と樹木」参加者募集

全国一斉！法務局休日相談所

人権イメージキャラクター
　人KENまもる君　人KENあゆみちゃん

熊本地方法務局イメージキャラクター
ほーみん
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「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職

実
践
コ
ー
ス
」参
加
者
募
集
！

　

県
で
は
、
再
就
職
を
希
望
す
る

子
育
て
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援

講
座
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
実
施
日
は
十
月
一
日
（
月
）

か
ら
十
二
月
十
四
日
（
金
）
の
う

ち
の
十
一
日
間
で
、
参
加
費
は
無

料
で
す
。
（
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン

講
習
の
教
材
費
は
自
己
負
担
。

二
千
円
程
度
。
）
全
日
程
託
児

（
二
歳
〜
就
学
前
ま
で
）
が
あ
り

ま
す
（
無
料
）
。

　

主
な
内
容
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
講

習
（
六
日
間
）
②
応
募
書
類
作
成

方
法
習
得
・
面
接
対
策
等
の
た
め

の
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
三
日

間
）
③
個
別
相
談
に
よ
り
、
職
歴

や
興
味
・
関
心
な
ど
を
整
理
し
、

再
就
職
の
た
め
の
具
体
的
な
活
動

計
画
を
作
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
一
回
一
時
間
×

二
回
（
日
）
）
等
。

○
受
付
日
時
・
場
所
：
九
月
五
日

（
水
）
、
六
日
（
木
）
午
後
一

時
〜
四
時

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
会
議
室

三
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町

八
ー
九
テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
ビ

ル
九
階
）
受
付
日
も
託
児
あ

り
。

○
主
な
参
加
条
件
：
コ
ー
ス
修
了

後
三
ヶ
月
以
内
の
就
職
を
希
望

す
る
、
十
八
歳
以
下
の
子
を
養

育
す
る
県
内
在
住
の
女
性

○
定
員
二
十
名
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
参
加
者
を
決
定
。

○
問
い
合
わ
せ
先
：
く
ま
も
と
県

民
交
流
館
パ
レ
ア
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

Q
〇
九
六
ー
三
五
五
ー
四
三
〇
九

引
揚
者
並
び
に
ご
家
族
の

皆
様
へ

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類

を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
方
は
、ご
本
人
だ

け
で
な
く
、ご
家
族
の
方
も
請
求
す

る
事
が
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
八
五
〇
ー
〇
八
六
二

　

長
崎
市
出
島
町
一
番
三
六
号

　

長
崎
税
関
監
視
部
総
括
監
視
官

（
第
一
部
門
）

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

〇
一
二
〇
ー
八
二
六
ー
六
八
〇

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
の
給
付
金

の
請
求
期
限
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
感

染
被
害
者
の
方
々
の
早
期
・
一
律

救
済
の
要
請
に
こ
た
え
る
べ
く
、

議
員
立
法
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た

「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及

び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤

に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を

救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
Ｃ
型
肝

炎
特
別
措
置
法
）
」
に
基
づ
き
、

出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血
等
の

際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投
与

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
に
、

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
十
五

日
ま
で
に
国
を
相
手
と
し
た
訴
訟

の
提
起
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
厚
生
労
働
省
相
談
窓

口
（
〇
一
二
〇
ー
五
〇
九
ー

〇
〇
二
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

県
税
の
災
害
免
除
等
の
お

知
ら
せ

　

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
場
合
、
一
定
の
要
件
に
よ
り
次

の
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
自
動
車
税
、
不
動
産
取
得
税
、

個
人
事
業
税
の
減
額
・
免
除

・
申
告
書
提
出
期
限
や
納
期
限
の

延
長

・
納
税
の
猶
予

　

い
ず
れ
も
期
限
内
に
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
熊
本
県
税
務
課
（
〇
九
六
ー

三
八
三
ー
一
一
一
一
）
、
又
は
左

記
の
災
害
減
免
等
の
相
談
窓
口
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
窓
口
の
設
置
場
所

熊
本
県
税
事
務
所
、
各
地
域
振

興
局
税
務
課
、
自
動
車
税
事
務

所
県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応

援
店
」
を
募
集
し
ま
す
！

■
募
集
対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・

総
菜
店
等

■
募
集
要
件　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
の
表
示
、
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ

ュ
ー
の
提
供
、
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー

ダ
ー
の
実
施
、
栄
養
成
分
表
示

の
中
か
ら
取
り
組
む
項
目
を
選

び
実
施
す
る
こ
と

■
募
集
期
間　

現
在
募
集
中
（
十

月
三
十
一
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

管
轄
す
る
県

保
健
所
、
熊
本
市
内
の
飲
食
店

等
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
五
二

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、

社
会
参
加
を
応
援
す
る
た
め
、
そ

の
指
導
者
と
な
る
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
さ
わ
や
か
長

寿
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

◎
開
催
日
：
九
月
十
一
日
（
火
）、

十
二
日（
水
）、
二
十
六
日（
水
）、

二
十
七
日（
木
）

◎
場
所
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
熊
本
市

店
内
「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」

（
熊
本
市
桜
町
三
ー
一
）

◎
受
講
費
用
：
三
万
二
千
五
百
円

（
※
講
座
修
了
者
に
は
、（
財
）
熊

本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
か
ら

五
千
円
の
補
助
が
出
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

Q
〇
九
六
ー
三
五
四
ー
三
〇
八
三

熊
本
県
精
神
科
救
急
情
報

セ
ン
タ
ー

　

夜
間
・
休
日
に
お
い
て
、
精
神

疾
患
を
有
す
る
方
や
、
そ
の
ご
家

族
な
ど
か
ら
の
緊
急
的
な
精
神
医

療
相
談
を
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
。

◎
相
談
時
間　

九
月
一
日
か
ら

　

休
日
：
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　

夜
間
：
午
後
五
時
〜
翌
日
午
前

九
時

※
平
日
の
昼
間
は
、
最
寄
り
の
保

健
所
、
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
電
話
番
号

　

〇
九
六
ー
三
八
五
ー
九
九
三
九

■
問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
障
が

い
者
支
援
課

■
Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
三
四

多
重
債
務
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
、
相

談
員
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
事
業
者
向

け
の
相
談
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
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■
日
時
・
場
所

九
月
十
日
（
月
）
崇
城
大
学
市

民
ホ
ー
ル

十
月
五
日
（
金
）
高
森
総
合
セ

ン
タ
ー

十
一
月
十
六
日
（
金
）
和
泉
町

中
央
公
民
館

十
二
月
三
日
（
月
）
八
代
市
役

所
■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

Q
〇
九
六
ー
三
八
三
ー
〇
九
九
九

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

の
お
知
ら
せ

○
日
時　

十
月
十
三
日
（
土
）
午

前
十
時
〜
正
午

○
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
し
、
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
る
集
会

で
す
。
県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加

し
、
子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に

よ
り
、
体
験
・
活
動
報
告
や
全
体

活
動
等
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
人
権
同
和
教
育
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
七
〇
二

「
く
ま
も
と
米
粉
フ
ー
ド

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」

参
加
者
募
集

○
募
集
内
容
：
米
粉
レ
シ
ピ

　

※
熊
本
県
産
米
粉
を
使
用

　

（
プ
ロ
）
パ
ン
・
菓
子
部
門

　
　
　
　
　

グ
ル
メ
料
理
部
門

　

（
一
般
）
お
手
軽
料
理
部
門

○
募
集
期
間
：
八
月
二
十
七
日
か

ら
十
月
十
二
日
ま
で

○
一
次
審
査
：
十
月
下
旬
に
各
部

門
十
五
作
品
を
選
定

○
二
次
審
査
：
十
一
月
に
試
食
や

一
般
投
票
等
に
よ
り
グ
ラ
ン
プ

リ
を
決
定

○
参
加
費
：
無
料

　

応
募
要
項
や
応
募
様
式
は
、

「
く
ま
も
と
の
米
粉
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
農
産
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
三
八
八

森
林
国
営
保
険
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

森
林
国
営
保
険
は
、
森
林
が
火

災
や
気
象
災
害
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
損
害
を
補
て
ん
す
る
制
度
で

す
。

　

七
月
の
豪
雨
等
で
森
林
被
害
が

あ
っ
た
加
入
者
の
方
は
、
森
林
組

合
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
森
林
国
営
保
険
へ
の
加

入
が
不
明
の
場
合
で
も
、
被
害
を

受
け
た
森
林
が
補
助
制
度
で
間
伐

等
を
行
い
、
間
伐
後
三
年
以
内
ま

た
は
新
植
後
十
年
以
内
の
場
合
に

は
森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
の
で
、
森
林
組
合
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

被
害
を
受
け
た
森
林
が
森
林
国

営
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
森
林
組
合
等
が
被
害
の
状
況

を
調
査
し
て
、
国
か
ら
保
険
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

　

森
林
組
合
の
電
話
番
号
は
、
最

寄
り
の
地
域
振
興
局
、
ま
た
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
森
林
整
備
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
四
四
一

第
六
回
森
林
自
然
観
察
・
体

験
教
室
（
山
都
町
目
丸
山
）

　

十
月
二
十
一
日
（
日
）
に
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内
で
、

紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
山
登
り
の

基
礎
講
座
）
を
し
な
が
ら
、
秋
の

紅
葉
や
草
花
を
観
察
し
、
森
林
の

働
き
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

集
合
場
所
は
内
大
臣
橋
駐
車
場

で
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
受

付
、
観
察
は
午
前
十
時
か
ら
午
後

二
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
定
員
は
四
十
名
、
参
加
費

は
五
百
円
で
す
。
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
、

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
九
月
十
七
日
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
受
付
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
森
林
整
備
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
四
四
一

■
提
出
先　

〒
八
六
二
ー

八
五
七
〇
（
住
所
記
載
不
要
）

熊
本
県
森
林
整
備
課
み
ど
り
推

進
班

　

S
〇
九
六
ー
三
八
三
ー
七
七
〇
四

　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s
h
in
r
in
s
e
ib
i@
o
r
e
f.

kum
am
oto.lg.jp

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が
今
年

の
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

昨
年
四
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
今
年
四
月
以
降
、
森
林
の
土

地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町

村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人
を

問
わ
ず
、
売
買
や
相
談
等
に
よ

り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
九
十
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
森
林
整
備
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
四
三
四

く
ま
も
と
の
木
で
つ
く
っ
た

木
製
遊
具
を
貸
出
し
ま
す

　

熊
本
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
肌
で
感

じ
、
木
に
親
し
み
を
も
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
「
幼
児
教
育
、
保

育
、
子
育
て
支
援
活
動
の
た
め
、

乳
幼
児
の
集
団
を
対
象
と
し
て
使

用
す
る
団
体
及
び
グ
ル
ー
プ
等
」

を
対
象
に
、
委
託
業
者
を
通
じ

て
、
県
産
の
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
で
つ

く
っ
た
積
み
木
セ
ッ
ト
な
ど
の
木

製
遊
具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま

す
。

　

借
用
に
つ
い
て
は
、
貸
出
業
務

を
担
当
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

子

育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ　

ぺ
ぺ
ぺ

ぺ
ら
ん
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
貸
出
の
相
談
受
付
、
貸
出
業
務

担
当
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

子
育
て
支
援
ワ

ー
カ
ー
ズ　

ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん

（
熊
本
市
北
区
麻
生
田
一
ー
二

ー
二
）

Q
〇
九
六
ー
三
三
七
ー
〇
四
五
〇

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://w
w
w
.pepepeperan.com

メ
ー
ル
：

m
ail@
pepepeperan.com

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋

募
集
説
明
会

　

「
青
年
海
外
協
力
隊
」
「
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募

集
が
十
月
一
日
（
月
）
か
ら
十
一

月
五
日
（
月
）
の
期
間
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス

ク
熊
本
（
又
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
募

集
担
当
）

　

Q
〇
九
六
ー
三
五
九
ー
二
一
三
〇

　

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
：http://w

w
w
.jica.

go.jp
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◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（９月）　◆

◆　休日当番薬局（９月）　◆

月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

9 2 日 横山医院
（TEL　42-2131）

小川整形外科医院
（TEL　38-3455）

緒方医院
（TEL　35-0131）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

9 9 日 仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

小林クリニック
（TEL　38-5670）

権頭医院
（TEL　36-0008）

増田クリニック
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

9 16 日 井口医院
（TEL　42-5570）

たかの眼科
（TEL　47-2550）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

9 17 祭・月 東病院
（TEL　45-5711）

増田耳鼻咽頭クリニック
（TEL　45-8001）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

9 22 祭・土 犬童耳鼻咽頭科
（TEL　43-0777）

犬童内科胃腸科医院
（TEL　45-1125）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

9 23 日 桑原医院
（TEL　45-0205）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

9 30 日 こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

9 2 日 エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

9 9 日
ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）

百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

9 16 日
たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　43-0221）

くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

9 17 祭・月 岡原けんこう堂薬局（あさぎり町） （TEL　45-6023）

9 22 祭・土

きりん薬局原田店（湯前町） （TEL　43-3903）

くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

9 23 日
エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町） （TEL　45-6055）

おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）

9 30 日
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）
※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

　「毎月第３木曜日」に行政相談所を開設しています。
　お気軽にご相談ください。

　　9月20日（木）　午後１時～午後３時
　　場所：水上村役場　２階中会議室
◇お問い合わせ先
　　水上村役場　総務課　担当：松原　℡44-0311
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●今月の人口●
　男　………1,158 人
　女　………1,310 人
　計　………2,468 人
戸　数………  934 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 24 年７月末現在

９月の行事予定

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：3日・10日・17日・24日

9月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

9
  6日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

13日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

20日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

27日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
  24 25 26 27 28 2923
30

「あれ、これってどうやって出したらいいのかな？」
と悩んだことありませんか？

質問：家庭系パソコン・プリンターはどうしたらいいのかな？
答え：パソコンについては、村・クリーンプラザでは、収集等はしません。

　家電リサイクル法で、再商品化は家電メーカーに義務付けされ、その費用
は消費者が負担し、小売業者等で引き取り運搬するという役割分担が決めら
れています。詳しくは、お近くのメーカー、取扱業者等にご相談ください。

答え：プリンターについては、燃えないゴミの袋に入る大きさであれば、燃えない
ゴミで出せますが、入らない大きさであれば、取扱業者（電化製品の収集業
者）か直接クリーンプラザ（粗大ごみ）へ持ち込むこととなります。

質問：もしペットボトルやアルミ缶・スチール缶をつぶしてしまったら、リサイクルに出せ
なくなるのかな？

答え：ペットボトルは、つぶれてても出せますが、アルミ缶・スチール缶は少々なら出せま
　　　す。
　　　※通常は、アルミ缶・スチール缶はつぶさずに出してください。
　　　　なお、中はきれいに洗って出してください。

水上村役場　住民福祉課（担当：椎葉）　TEL44-0313

９月11日㈫ ダイヤモンド婚夫婦表彰

９月12日㈬ 金婚夫婦表彰

９月24日㈪ 慰霊祭（展望所）

９月30日㈰ 各校区運動会

※予定ですので、変更になることがあります。

　今後も家庭ごみの水切りはもちろん、資源ごみへの分
別を徹底して収集ごみの減量をよろしくお願いします。
　分別すれば資源に捨てればごみに変わります！
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　８月７日、湯山温泉旅館組合による「もとゆの森」ボランティア

清掃作業が行われました。毎年恒例行事として、足湯周辺の除草作

業を実施されました。

  みなさん汗だくになりながら一生懸命に作業をして頂き、とてもき

れいになりました。この公園に来られた方も気持ちよく利用される

ことでしょう。善意あるご厚意に心からお礼申し上げます。これか

らも美しい村づくりのため、皆様方のご協力をお願いいたします。

もとゆの森清掃作業


